
　スウォッチグループをは
じめ、多くの有力企業が出
展を辞退し、どんな状況に
陥るのか多くの関係者が不
安を抱えた世界最大級の
時計宝飾見本市「バーゼル
ワールド2019」が3月26日
に閉幕した。
　前回までは世界約40カ
国1300社の時計と宝飾関
連企業が出展していたが、
今年は520ブランドの出展と発表され、
来場者数は8万1200人と公表。バーゼ
ル市内を通勤する関係者の数が激減し
たと感じたとの声が多い中、前回に比べ
来場者数は22％の減少に留まり、来場
者の質は高かったと強調された。
　520の出展ブランドのうち108社（時
計86社、宝飾15社、機械系7社）のス
イス勢は、2017年度は220社あった。
日本からは、セイコーウオッチ、シチズ
ン時計グループ、カシオ計算機、㈱ミル
コ、日本時計協会が出展した。
　2号館が完全閉鎖され、半数以上の
出展社が減少したような印象を受けた
が、メイン会場の1号館1階の非常に良
い位置に仕事が捗る設備の整った巨

大なプレスルームが設け
られたほか、1号館2階に
は新たな試みとしてファッ
ションショーも行えるス
ペース「ショープラザ」が
新設されるなど、多くの出
展社が抜けた穴を埋める
かのようではあったもの
の、その空白を感じさせな

い新しいイベントゾーンや体験ゾーン
が数多く設置され、バーゼルワールド
らしいハイエンドな価値観を継承。次
年度以降への不安を感じさせない完
成度と言っても良いだろう。加えて世界
各国から集まるプレスの数においても
例年と同様の数に達したと思われる。
　今年のバーゼルワールドは、体験型
のプラットフォームと位置づけられた。
時計や宝飾、貴石、技術などの企業だ
けではなく、プレス、ブロガー、インフル
エンサーに加えて、ディーラーやコレク
ターなど、業界のすべての参加者にデ
ジタル情報のプラットフォームを提供し
ていくというもの。ショープラザで開催
されたファッションショーは1日2回程

度 実 施され 、
「PICCIHOTTI」
「GELLNER」「L
eoPizzo」「HANS 
D.KRIEGER」
「TIRISI Jewelr-

y」「STENZHO -RN」「NANIS」
「 K i m b e r l i t e Diamond」「AL 
CORO」「NIESSING」の煌くジュエリー
をまとった神秘的なモデルが数多く登
場し、時計の印象が強い中でジュエ
リーにスポットが当てられた。
　開幕前日の20日には、世界のプレス
を集めた記者会見が開かれ、その革新
的な変化を説明したほか、新たな試み

として、Patek Philippeのジュ
ネラルマネージャーThierry S-
t e r n氏、Chopa r dの社長
Karl-Friedrich Scheufele氏、
Picchiott iの代表Giusep-
pe Picchiotti氏などが登壇し
たパネルディスカッションを開
催。業界が直面している変化と
課題について討論された。
　その時に発表されたスイス
時計産業の最新動向として

は、201 8年度の輸出高は前年比
6.3％増の212億CHFで、その内機械
式が82％を占め（＋6.6％）、クォーツ
は18％（＋4.2％）。個数は2.3％減の
2370万個となっている。地域別では、
アジア50％、欧州34％、アメリカ14％、
アフリカ1％、オセアニア1％。中心市場
の動向としては、香港が19.1％増、中
国11.7％増、日本9.1％増、アメリカ

8.2％増、ドイツ4.3％増、イギリス
4.4％減とした。
　来年の計画としては、新しいイベント
ゾーンや体験ゾーンなど数多くのイノ
ベーションが盛り込まれるとし、小売業
者サミットをはじめ、最高経営者
（CEO）協議、バーチャルリアリティー
ゾーンなどが挙がっている。その他ホー
ルレイアウトも再検討され、ジェムス
トーンは2号館に移動する。また、イノ
ベーションスクエアが2号館に設置さ

れ、スマートウオッ
チとウェアラブルの
広い空間が確保さ
れるという。さらに、
エンドユーザーお
よびコレクター向け
に特別なオファー
を提供するとし、具
体的な内容の発表
が待たれる。
　なお、来年の開
催日程は、4月30日
～5月5日となってお

り、日本の関係者にとってはGWと重なる
上、オリンピック・パラリンピック開催前
の忙しい時期でもあり夏の商戦に間に
合わないなど、早めの対応が迫られる。
　ちなみにバーゼルワールドの入場料
は、1日60CHF／オンライン45CHF、
全日で 1 5 0 C H F ／オンライン
110CHFとなっており、価値ある見本
市、価値ある情報発信と収集の場であ

体験型プラットフォームを構築した新たなバーゼルワールドがスタート
2020年はエンドユーザーやコレクターも取り込み図る

ることを、立ち
上げから大切
にしている一貫
した姿勢を評
価したい。
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手
元
に
古
び
た
一
冊
の
本
が
あ
る
。題
し
て「
明
治
、大
正
、昭
和
業
界
三
世
代

史
」だ
。著
者
は
、本
紙
現
社
長
・
藤
井
正
義
氏
の
父
君
で
あ
る
故
藤
井
勇
二
氏

で
、昭
和
四
十
一
年
に
発
刊
し
て
い
る
。

　
本
紙
・
時
計
美
術
宝
飾
新
聞
の
創
刊
は
、大
正
十
五
年
で
当
初
は
、時
計
・
宝

飾
品
・
喫
煙
具
・
眼
鏡
な
ど
の
専
門
紙
で
あ
っ
た
。

　
故
藤
井
社
長
は
、体
格
は
小
柄
だ
が
、頑
強
で
九
十
六
歳
ま
で
現
役
で
活
躍
さ

れ
た
方
だ
。年
末
の
忙
し
い
時
期
に
、息
子
の
正
義
現
社
長
が
慶
応
病
院
に
入
院

し
た
時
は
、ひ
弱
な
息
子
を
嘆
い
て
お
ら
れ
た
。

　
藤
井
前
社
長
は
、明
治
大
学
法
学
部
出
身
で
、同
期
に
三
木
武
夫
総
理
が
い
た

こ
と
が
、自
慢
の
一つ
で
あ
っ
た
。

　
業
界
三
世
代
史
に
よ
る
と
、明
治
時
代
の
当
業
界
の
主
た
る
取
引
は
、時
計
が

中
心
で
あ
っ
て
、横
浜
の
居
留
地
の
商
館
か
ら
出
る
も
の
が
、取
引
の
対
象
で
あ
っ

た
。大
正
時
代
も
時
計
が
中
心
だ
っ
た
。

　
贅
沢
品
の
代
表
で
あ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
注
目
を
浴
び
た
の
は
、尾
崎
紅
葉
が
新

聞
小
説
で「
金
色
夜
叉
」を
書
い
た
時
だ
。ま
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
税
金
が
十
割
に
な
っ

た
事
が
あ
り
、宝
飾
業
界
と
し
て
初
め
て
反
対
運
動
に
取
り
組
ん
だ
そ
う
だ
。い
ず
れ

に
し
て
も
戦
時
下
の
宝
飾
業
は「
勝
つ
ま
で
は
、欲
し
が
り
ま
せ
ん
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、宝
飾
業
界
が
何
と
か
生
き
延
び
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、目
立
つ
も
の
は
な
か
っ

た
。一
九
六
六
年
の
色
石
の
輸
入
自
由
化
、翌
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
輸
入
自
由
化
等

で
、本
格
的
な
宝
飾
ビ
ジ
ネ
ス
が
日
本
で
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、

宝
飾
の
業
界
紙
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
紙
誌
は
少
な
い
。

　
こ
う
し
た
中
で
、時
計
美
術
宝
飾
新
聞
は
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。故
藤

井
勇
二
前
社
長
の
功
績
は
大
き
い
。儲
か
ら
な
い
仕
事
に
対
し
て
、業
界
の
た
め

だ
と
言
い
な
が
ら
、私
財
を
投
入
し
て
業
界
紙
の
育
成
を
図
っ
た
。

　
息
子
で
あ
る
藤
井
正
義
社
長
も
親
父
の
意
思
を
継
い
で
、口
癖
の
よ
う
に「
業

界
の
た
め
な
ら
」と
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
、努
力
し
て
い
る
。彼
の
ご
子
息
、奥
様

を
含
め
、一
家
総
出
で
業
界
紙
の
た
め
に
、取
り
組
む
姿
に
は
感
激
す
る
。

　
何
れ
の
産
業
も
業
界
紙
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。消
費
者
の
信
頼
と
満
足
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
宝
飾
業
界
は
、業
界
紙
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
重
要
で
あ
る
。し

か
し
な
が
ら
問
題
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
い
ず
れ
の
業
界
紙
も
、台
所
事
情
が
厳
し
い
の
が
現
状
だ
。そ
れ
は
発

行
部
数
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
、無
代
紙
な
の
だ
。各
紙
と
も
に
、有
代
紙
に
し
よ
う

と
努
力
は
し
て
い
る
が
非
常
に
厳
し
い
。ま
た
、稿
料
を
支
払
っ
て
い
る
掲
載
記
事

が
、ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
だ
。

　
恐
ら
く
、一
、二
本
位
だ
ろ
う
。少
な
く
と
も
、銭
の
取
れ
る
業
界
紙
に
す
る
こ

と
が
、ま
ず
は
必
要
だ
。

　
実
は
今
か
ら
、約
四
十
年
前
の
一
九
八
〇
年
一
月
に
本
紙
の
一
面
の
コ
ラ
ム
を
書
き

だ
し
た
が
、そ
れ
も
条
件
付
き
で
あ
っ
た
。そ
の
条
件
と
は
、当
時
、専
務
で
あ
っ
た

藤
井
現
社
長
に「
時
計
美
術
宝
飾
新
聞
」は
、早
晩
つ
ぶ
れ
る
運
命
に
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
ま
で
原
稿
を
書
い
て
あ
げ
る
と
い
っ
て
、書
き
始
め
た
の
だ
。

　
当
時
の
業
界
紙
の
掲
載
記
事
と
い
え
ば
、「
組
合
の
新
年
会
が
熱
海
の
某
旅
館

で
華
や
か
に
開
催
さ
れ
た
」と
か
の
類
が
多
か
っ
た
。

　
所
が
コ
ラ
ム
を
書
き
始
め
て
十
年
の
歳
月
が
経
っ
た
の
に
、一
向
に
つ
ぶ
れ
る
気

配
は
な
く
、し
び
れ
を
切
ら
し
た
の
は
、私
の
方
で
、一
九
九
〇
年
十
二
月
に
、一
時

書
く
の
を
や
め
た
。

　
潰
れ
る
と
思
っ
た
本
紙
が
、生
き
な
が
ら
え
る
の
は
、そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
っ
た
。

　
次
回
は
、業
界
紙
に
つ
い
て
、い
く
つ
か
の
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
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